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真
上
の
地
名
の
由
来
は
、
平

城
京
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木

簡
よ
り
奈
良
時
代
こ
の
地
は
白

髪
郷
（
シ
ラ
カ
ミ
ゴ
ウ
又
は
シ

ラ
カ
ゴ
ウ
）と
呼
ば
れ
て
い
て
、

三
島
上
郡
白
髪
部
里
と
記
さ
れ

て
い
る
。
や
が
て
同
じ
音
で
あ

る
真
上
（
又
は
真
神
・
万
賀
美
）

に
変
わ
り
、
930
年
に
島
上
郡

真
上
郷
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

真
上
地
区
は
、
８
世
紀
中
葉

の
天
平
宝
字
６
年
（
762）
に
時

の
文
部
大
臣
「
石
川
年
足
」
を

葬
っ
た
地
と
し
て
古
代
史
に
現

れ
て
以
来
、
明
治
ま
で
そ
の
地

域
的
な
ま
と
ま
り
が
殆
ど
な
か

っ
た
と
い
う
特
殊
な
地
域
で
す
。 

古
代
真
上
郷
が
荘
園
化
し
た

「
真
上
庄
」は
す
べ
て
12
世
紀

初
頭
の
元
永
２
年
（
1119）
に

宇
治
平
等
院
の
領
地
と
し
て
現

れ
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
芥
川
氏

一
族
の
真
上
氏
が
代
官
と
し
て

住
ん
で
い
た
。
 

そ
の
庄
域
は
後
に
は
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
の
大
き
さ
で
江
戸
時
代

の
真
上
村
に
変
わ
っ
て
い
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

教
宗
寺

き
ょ
う
そ
う
じ

 

「
神
恵
山
教
宗
寺
」
は
浄
土

真
宗
本
願
寺
派
に
属
し
、
本
尊

は
阿
弥
陀
如
来
で
あ
る
。
 

田
淵
久
兵
衛
教
宗
が
親
鸞
上

人
の
弟
子
と
な
っ
て
了
専
と
名

の
り
、
1287年
に
自
宅
を
寺
院

に
改
め
た
の
が
教
宗
寺
の
創
始

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
 

そ
の
後
、
寺
は
大
破
し
た
た

め
、
元
禄
５
年
(1692年
)に
再

建
。
境
内
に
は
本
殿
、
庫
裏
、

鐘
楼
堂
な
ど
が
あ
る
。
又
、
昔

の
石
風
呂
と
い
わ
れ
る
石
槽
は

大
阪
府
指
定
有
形
文
化
財
で
す
。 

こ
の
度
、
成
喜
建
設
(株
)が

本
殿
の
改
修
を
し
て
お
ら
れ
、

倉
本
社
長
の
好
意
で
、
寺
院
の

改
修
現
場
を
見
学
さ
せ
て
頂
く
。 

本
堂
は
、明
治
40
年（
1907）

に
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
体
調
査
を
行
っ
た
中
で
、
当

時
の
社
会
情
勢
の
面
影
が
浮
か

ん
だ
と
の
こ
と
。
当
時
の
教
宗

寺
再
建
に
携
わ
っ
た
方
々
の
思

い
を
大
事
に
く
み
と
り
、
そ
の

思
い
を
こ
の
度
の
技
法
の
中
に

仕
組
み
、「
古
い
も
の
を
生
か
し
 

新
し
く
開
発
（
改
善
）」
す
る
こ

と
を
コ
ダ
ワ
リ
と
し
て
、
全
て

手
作
り
工
法
を
採
用
し
て
い

る
。
 阿 あ

久 く

刀 と

神
社

じ
ん
じ
ゃ

 

道
路
に
面
し
て
「
鳥
居
」
が

建
っ
て
い
て
、
神
社
の
説
明
板
、

石
碑
が
有
る
。
こ
こ
か
ら
奥
が

「
阿
久
刀
神
社
」
の
境
内
に
な

っ
て
い
る
。
 

「
阿
久
刀
神
社
」
は
醍
醐
天

皇
延
長
５
年
(927
年
)に
編
集

さ
れ
た
延
喜
式
神
名
帳
に
記

載
さ
れ
た
式
内
社
二
八
六
一

社
の
一
社
で
あ
る
。
 

創
建
時
期
に
つ
い
て
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
ら
し
い
が
、
延

喜
式
神
名
帳
に
載
っ
た
以
前

か
ら
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
り
、

創
建

後
千

年
以

上
は

経
過

し
て

い
る

と
考

え
ら
れ
る
。
 

神
社
境
内
の
東
北
隅
に
は
、

神
霊
が
宿
る
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
る
「
御
神
木
」
が
あ
る
。 

真
如
寺

し
ん
に
ょ
じ

 

芥
川
に
掛
か
る
門
前
橋
を

渡
り
右
岸
を
川
上
に
歩
く
と

直
ぐ
に
民
家
か
ら
切
り
離
さ

れ
た
よ
う
に
田
ん
ぼ
の
景
色

が
広
が
り
、
そ
の
先
に
見
え
る

の
が
真
如
寺
。
 

土
手
の
小
さ
な
道
を
降
り

る
と
、
低
く
連
な
る
古
び
た
土

塀
が
目
に
入
り
郷
愁
に
誘
わ

れ
る
。
境
内
に
は
 

雲
雀
鳴
く
 
中
の
拍
子
や
 
 

 
 
雉
子
の
声
 
 
（
芭
蕉
）
 

の
句
碑
が
あ
る
。
 

真
如
寺
川
 

高
槻
市
安
岡
寺
町
北
部
の

丘
陵
に
発
し
南
へ
流
れ
、
安
岡

寺
町
と
寺
谷
町
の
境
を
流
れ

浦
堂
地
区
を
貫
流
し
、
西
真
上

一
丁
目
と
二
丁
目
の
境
で
芥

川
左
岸
に
注
ぎ
ま
す
。「
寺
谷

川
」
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

真
如
寺
の
住
職
は
、
真
如
寺

川
が
上
流
か
ら
下
流
に
落
差

が
大
き
く
、
上
流
地
域
の
都
市

開
発
や
大
雨
で
鉄
砲
水
が
出

る
の
を
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。 

笠
森
神
社
 

 
笠
森
神
社
の
名
は
稚
武

彦
命
、
鴨
別
命
を
祖
先
と
す
る

笠
氏
に
因
ん
だ
も
の
で
、
在
地

の
領
主
、
真
上
氏
の
崇
敬
が
厚

か
っ
た
よ
う
で
す
。
 

近
世
に
は
笠
と
瘡
（
皮
膚

病
）
の
訓
読
が
通
じ
る
こ
と
か

ら
病
を
治
し
て
く
れ
る
神
社

と
し
て
信
仰
厚
く
、
江
戸
谷
中

（
や
な
か
）
の
瘡
守
稲
荷
（
か

さ
の
も
り
い
な
り
）
は
同
社
か

ら
勧
進
（
か
ん
じ
ん
）
さ
れ
た
。 

境
内
に
は
本
殿
や
拝
殿
、
天

照
大
神
・
大
将
軍
な
ど
末
社
の

ほ
か
、

樹

高

20

ｍ

余
り
の

椋
（
む

く
）
の

巨
木
が

あ
る
。
 

高
槻
の
野
鳥
 

渡
り
鳥
の
観
察
は
、
遠
く
へ

出
か
け
な
く
て
も
、
身
近
な
川

や
池
で
観
察
す
る
事
が
出
来

ま
す
。
 

高
槻
市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で

約
200種
の
野
鳥
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
 

現
在
 高
槻
で
は
、
マ
ガ
モ
、

カ
ル
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヒ
ド
リ

ガ
モ
、
ナ
ガ
ガ
モ
が
観
察
さ
れ

ま
す
。
 

カ
ワ
セ
ミ
は
、「
清
流
の
宝

石
」
と
言
わ
れ
る
美
し
い
鳥
で
、

漢
字
で
は
翡
翠
（
ヒ
ス
イ
）
と

書
き
ま
す
。
く
ち
ば
し
が
上
下

と
も
黒
い
の
が
雄
で
上
が
黒

く
下
が
赤
い
の
が
雌
で
す
。
石

や
木
に
止
ま
っ
て
体
を
ヒ
ク

ッ
ヒ
ク
ッ
と
動
か
し
な
が
ら

水
中
の
魚
を
ね
ら
い
、
見
つ
け

る
と
ダ
イ
ビ
ン
グ
し
て
捕
ま

え
ま
す
。
カ
エ
ル
や
エ
ビ
な
ど

も
食
べ
ま
す
。「
ツ
ィ
ー
」
と

鳴
き
な
が
ら
飛
び
ま
す
。
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わ
 が
 ま
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真
上
地
区
 

〝
芥
川
の
自
然
と
郷
愁
に
誘
わ
れ
る
ま
ち
〟
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1月度行事予定 
“新春の摂津地区を散策：総持寺･三島町地区”  

月 日：平成20年１月１７日（木） １３：００集合 
集合場所：阪急総持寺駅（西出口：駅員常駐口）   
順 路：阪急総持寺駅→総持寺→光明寺→疣水磯良神社→ 

新屋坐天照御魂神社→鴨神社→阪急富田駅 
（天候により順路を変更します） 

そ の 他：総持寺では住職に説明して頂く予定です。 

２月度行事予定 
“1200年前の都と物集女街道の文化にふれる：向日市" 

月 日：平成20年2月21日（木）  
集合場所：阪急東向日駅 改札出口 １３：００集合 
順 路：阪急東向日駅→築榊講常夜灯→向日市文化財資料館→

須田家住宅→勝山緑地（元稲荷古墳）→向日神社→向日市
天文館→説法石→長岡宮大極殿跡→阪急西向日駅 

向日市文化財資料館では館内の説明をお願いしています。 


